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物理環境および動作環境に関する仕様
次の表に、会議電話の物理仕様と動作環境仕様を示します。

表 1 :物理仕様および動作環境仕様

値または範囲仕様

0～ 40 °C（32～ 104 °F）動作温度

10～ 90%（結露しないこと）動作相対湿度

–10～ 60 °C（14～ 140 °F）保管温度

278 mm（10.9インチ）高さ

278 mm（10.9インチ）幅

61.3 mm（2.4インチ）奥行

1852 g（4.07ポンド）重量
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値または範囲仕様

PoEインジェクタを介した IEEE PoEクラス
3。この電話機は、IEEE 802.3afおよび 802.3at
スイッチブレードの両方に対応しており、

Cisco Discovery Protocolと Link Layer Discovery
Protocol - Power over Ethernet（LLDP-PoE）の
両方をサポートします。

接続されたLANスイッチがPoEをサポートし
ていない場合、他のオプションには非PoEイー
サネットインジェクタが含まれます。WiFiを
導入するには、Cisco IP Conference Phone 8832
電源アダプタが必要です。

電源

セキュアブートセキュリティ機能

USB-Cケーブル

イーサネット仕様では、各電話機とスイッチ

間のケーブル長を 100メートル以内と想定し
ています。

距離要件

詳細については、次の『Cisco IP Conference Phone 8832データシート』を参照してください：
https://www.cisco.com/c/en/us/products/collaboration-endpoints/unified-ip-phone-8800-series/
datasheet-listing.html

電話機の所要電力
では、以下の電源を使用できます。

•を使用した PoE（Power over Ethernet）の導入

•を使用した非 PoEイーサネットの導入

• Cisco IP Conference Phone 8832電源アダプタを使用したWi-Fiの導入
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表 2 : Cisco IP Conference Phone電源のガイドライン

ガイドライン電源の種類

またはを使用している場合は、スイッチのバックアップ電源

を確保して、停電時でも電話機の動作が中断しないようにし

ます。

スイッチ上で実行されている CatOSまたは IOSのバージョン
が、予定している電話機配置をサポートしていることを確認

します。オペレーティングシステムのバージョンに関する情

報については、スイッチのマニュアルを参照してください。

PoEを使用して給電される電話機を設置する場合は、インジェ
クタを LANに接続した後、USB-Cケーブルを電話機に接続
してください。PoEを使用した電話機を撤去する場合は、電
話機からUSB-Cケーブルを取り外した後、アダプタの電源を
切断してください。

PoE電源：USB-Cケーブルを
介して電話機に接続されてい

るまたはを通じて電力を供

給。

外部電源を使用して給電される電話機を設置する場合は、イ

ンジェクタを電源とイーサネットに接続した後、USB-Cケー
ブルを電話機に接続してください。外部電源を使用した電話

機を撤去する場合は、電話機からUSB-Cケーブルを取り外し
た後、アダプタの電源を切断してください。

外部電源

•を使用した非 PoEイーサ
ネットの導入

• Cisco IP Conference Phone
8832電源アダプタを使用
したWi-Fiの導入

•およびCisco IP Conference
Phone 8832電源アダプタ
を使用した、非 PoEイー
サネットの導入

サポートされるネットワークプロトコル
では、音声通信に必要な複数の業界標準およびシスコのネットワークプロトコルがサポートさ

れています。次の表に、電話機でサポートされるネットワークプロトコルの概要を示します。

表 3 : Cisco IP Conference Phoneでサポートされるネットワークプロトコル

使用方法に関する特記事項目的ネットワークプロトコル

—BOOTPは、電話機などのネットワー
クデバイスを有効化し、IPアドレスな
どの確かなスタートアップ情報を見つ

けます。

ブートストラッププロトコル

（BootP）
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使用方法に関する特記事項目的ネットワークプロトコル

電話機は CDPを使用して、ポートの
電源管理ごとの Auxiliary VLAN IDな
どの情報と Cisco Catalystスイッチの
Quality of Service（QoS）設定情報を通
信します。

CDPは、シスコの製造するすべての装
置で動作するデバイス検出プロトコル

です。

デバイスは、CDPを使用して自身の存
在をネットワーク内の他のデバイスに

アドバタイズし、ネットワーク内の他

のデバイスの情報を受信できます。

Cisco Discovery Protocol（CDP）

DHCPは、デフォルトで有効になって
います。無効にした場合は、個々の電

話機がある場所で、IPアドレス、サブ
ネットマスク、ゲートウェイ、および

TFTPサーバを手動で設定する必要が
あります。

DHCPのカスタムオプション 150を使
用することを推奨します。この方式で

は、TFTPサーバの IPアドレスをオプ
ション値として設定しています。サ

ポートされているDHCP設定を追加す
るには、お使いの Cisco Unified
Communications Managerのリリースに
あるドキュメンテーションを確認して

ください。

オプション150を使用できな
い場合は、DHCPオプション
66を使用します。

（注）

DHCPは、IPアドレスを動的に確保し
て、ネットワークデバイスに割り当て

るものです。

DHCPを使用すると、IP Phoneをネッ
トワークに接続すれば、その電話機が

機能するようになります。IPアドレス
を手動で割り当てたり、ネットワーク

パラメータを別途設定したりする必要

はありません。

Dynamic Host Configuration Protocol
（DHCP）

電話機は、XMLサービス、プロビジョ
ニング、アップグレード、トラブル

シューティングの目的でHTTPを使用
します。

HTTPは、インターネットやWeb経由
で情報を転送し、ドキュメントを移送

するための標準プロトコルです。

Hypertext Transfer Protocol（HTTP）

HTTPとHTTPSの両方をサポートして
いるWebアプリケーションでは、2つ
の URLが設定されています。HTTPS
をサポートする電話機では、HTTPS
URLを選択します。

サービスへの接続が HTTPS経由であ
る場合、鍵のアイコンがユーザに表示

されます。

Hypertext Transfer Protocol Secure
（HTTPS）は、サーバの暗号化とセ
キュアな IDを確保できるように、ハ
イパーテキスト転送プロトコルと

SSL/TLSプロトコルを組み合わせたも
のです。

Hypertext Transfer Protocol Secure
（HTTPS）
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使用方法に関する特記事項目的ネットワークプロトコル

電話機は、認証方式EAP-FASTおよび
EAP-TLSをサポートする IEEE 802.1X
標準規格を実装します。

電話機で 802.1X認証が有効である場
合は、ボイスVLANを無効にします。

IEEE 802.1X標準規格では、クライア
ントサーバベースのアクセス制御と、

認証されていないクライアントがパブ

リックにアクセスできるポートから

LANに接続するのを規制する認証プロ
トコルを定義します。

802.1Xアクセスコントロールでは、
クライアントが認証されるまで、その

クライアントが接続しているポート経

由ではExtensible Authentication Protocol
overLAN（EAPOL）トラフィックしか
許可されません。認証に成功すると、

通常のトラフィックはポートを通過で

きるようになります。

IEEE 802.1X

IPを使用して通信するには、ネット
ワークデバイスに対して、IPアドレ
ス、サブネット、およびゲートウェイ

が割り当てられている必要がありま

す。

Dynamic Host Configuration Protocol
（DHCP）を使用できる電話機を使用
している場合、IPアドレス、サブネッ
ト、ゲートウェイ IDは自動的に割り
当てられます。DHCPを使用しない場
合は、個々の電話機がある場所で、こ

れらのプロパティを手動で割り当てる

必要があります。

電話機は、IPv6アドレスをサポートし
ています。詳細については、Cisco
Unified CommunicationsManagerのご使
用のリリースのマニュアルを参照して

ください。

IPは、パケットの宛先アドレスを指定
し、ネットワーク経由で送信するメッ

セージングプロトコルです。

インターネットプロトコル（IP）

電話機は PCポートの LLDPをサポー
トしています。

LLDPは、CDPと同様の標準化された
ネットワーク検出プロトコルで、一部

のシスコデバイスとサードパーティ製

デバイスでサポートされています。

Link Layer Discovery Protocol（LLDP）
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使用方法に関する特記事項目的ネットワークプロトコル

電話機は、SWポートでLLDP-MEDを
サポートし、次のような情報を通信し

ます。

•ボイス VLANの設定
•デバイスの検出
•電源管理
•インベントリ管理

LLDP-MEDサポートの詳細について
は、ホワイトペーパー『LLDP-MED
and Cisco Discovery Protocol』（URL：
https://www.cisco.com/en/US/tech/tk652/tk701/technologies_white_paper0900aecd804cd46d.shtml）
を参照してください。

LLDP-MEDは、音声製品用に開発され
た、LLDP標準の拡張です。

Link Layer Discovery Protocol-Media
Endpoint Devices（LLDP-MED）

電話機はRTPプロトコルを使用して、
他の電話機およびゲートウェイとの間

でリアルタイム音声トラフィックを送

受信します。

RTPは、インタラクティブな音声やビ
デオなどのリアルタイムデータをデー

タネットワーク経由で転送するための

標準プロトコルです。

Real-Time Transport Protocol（RTP）

RTCPは、デフォルトで有効になって
います。

RTCPは RTPと連動して、RTPスト
リーム上で QoSデータ（ジッタ、遅
延、ラウンドトリップ遅延など）を伝

送します。

リアルタイム制御プロトコル（RTCP）

他の Voice over IP（VoIP）プロトコル
と同様に、SIPはパケットテレフォ
ニーネットワークにおけるシグナリン

グとセッション管理の機能に対応する

よう設計されています。シグナリング

は、ネットワーク境界を越えてコール

情報を伝送する機能です。セッション

管理は、エンドツーエンドコールの属

性を制御する機能です。

SIPは、IPを介したマルチメディア会
議のためのインターネット技術特別調

査委員会（IETF）標準です。SIPは、
アプリケーション層のASCIIベースの
制御プロトコルであり（RFC3261で規
定）、2つ以上のエンドポイント間で
コールを確立、維持、および終了する

ために使用できます。

Session Initiation Protocol（SIP）

電話機は、メディア暗号化のために

SRTPを使用します。
SRTPは、Real-Time Protocol（RTP）
Audio/Video Profileの拡張で、RTPパ
ケットと Real-Time Control Protocol
（RTCP）パケットの整合性を保証し
て、2つのエンドポイント間のメディ
アパケットの認証、整合性、および暗

号化を実現します。

セキュアリアルタイム転送プロトコル

（SRTP）
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使用方法に関する特記事項目的ネットワークプロトコル

電話機では、Cisco Unified
Communications Managerへの接続、お
よび XMLサービスへのアクセスに
TCPを使用します。

TCPは、コネクション型の転送プロト
コルです。

Transmission Control Protocol（TCP）

セキュリティが実装されている場合、
Cisco Unified Communications Manager
でセキュアな登録をするときに、電話

機はTLSプロトコルを使用します。詳
細については、お使いの Cisco Unified
Communications Managerリリースのマ
ニュアルを参照してください。

TLSは、通信のセキュリティ保護と認
証に使用される標準プロトコルです。

Transport Layer Security（TLS）

TFTPでは、ネットワーク内に TFTP
サーバが必要です。このサーバは、

DHCPサーバで自動的に識別できま
す。DHCPサーバが指定する以外の
TFTPサーバを電話機で使用する場合
は、電話機の [ネットワークのセット
アップ（Network Setup）]メニューを
使用して、TFTPサーバの IPアドレス
を手動で割り当てる必要があります。

詳細については、特定の Cisco Unified
Communications Managerリリースのマ
ニュアルを参照してください。

TFTPを使用すると、ファイルをネッ
トワーク経由で転送できます。

電話機で TFTPを使用すると、電話機
のタイプ固有の設定ファイルを入手で

きます。

Trivial File Transfer Protocol（TFTP）

外部デバイス
弊社では、不要な無線周波数（RF）および可聴周波数（AF）を遮断するヘッドセット、ケー
ブル、コネクタなどの高品質の外部デバイスの使用を推奨しています。

すべての Cisco IP Telephony製品が外部デバイス、コードまたはケーブルをサポートしている
わけではありません。詳細については、デバイスのマニュアルを参照してください。

（注）

これらのデバイスの品質や、携帯電話および双方向ラジオなど他のデバイスとの間隔によって

は、雑音が入ることもあります。その場合は、次の方法で対処してください。

• RFまたは AFの信号源から外部デバイスを離す。

• RFまたは AFの信号源から外部デバイスのケーブルの経路を離す。
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•外部デバイス用にシールドされたケーブルを使用するか、シールドおよびコネクタが高品
質のケーブルを使用する。

•外部デバイスのケーブルを短くする。

•外部デバイスのケーブルに、フェライトまたは同様のデバイスを適用する。

シスコでは、外部デバイス、ケーブル、およびコネクタのパフォーマンスを保証できません。

欧州連合諸国では、EMC Directive（89/336/EC）に完全に準拠した外部スピーカー、マイクロ
フォン、ヘッドセットだけを使用してください。

注意

ネットワーク輻輳時の電話の動作
ネットワークパフォーマンスを低下させるすべての要因によって Cisco IP Phoneの音声とビデ
オの品質が影響を受ける可能性があり、場合によっては通話が切断されることもあります。

ネットワーク速度低下の原因として、たとえば次のようなアクティビティがあります。

•内部ポートスキャンやセキュリティスキャンなどの管理タスク

•ネットワークで発生する DoS攻撃などの攻撃

電話機への悪影響を減らしたり、なくしたりするには、電話機が使用されていない時間に管理

上のネットワークタスクをスケジュールするか、テストから電話機を除外してください。
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